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Ⅰ．端緒
　日本では、外国にルーツがある子どもたちの学校
教育をとおした発達支援が課題になっている。
　文部科学省は、2016年に、外国にルーツがある子
どもの学校教育の現状と課題をまとめた１）。現状と
して、公立小中学校に在籍する外国にルーツがある
子ども数が近年約７万人で推移していること、一方、
公立小中学校で日本語の学習が必要な子ども数が
100年間で1.5倍以上増加したこと、公立小中学校で
日本語の学習が必要な子どもの母語が多様化してい
ること、地域に集在しかつこうした地域が散在化す
る傾向にあることが挙げられた。
　外国にルーツのある子どもの学校教育に関しては、
特別の教育課程の編成、外国にルーツがある子ども
の教育推進・学習支援事業、対話型アセスメントモ
デルの開発、日本語学習のための教員配置、研修の
実施、情報検索サイト「かすたねっと」の開設等の
支援が講じられつつある。そのうえで、学校におけ
る外国にルーツがある子どもの教育支援を充実する
方策として、多文化共生・異文化理解に基づく教育
の必要性と重要性が確認されている。
　外国にルーツがある子どもの発達支援に関して、
先行研究では、教育の課題が早くから指摘された他
に２）、子どもや３）、学校に与えた影響が明らかにさ
れたり４）、学習する権利を保障する重要性が強調さ
れたり５）、学習支援の方法が示されたりした６）。ま
た、外国にルーツがある子どもの立場からみた現状
や課題が明らかにされた７）。
　本稿では、筆者がオーストラリアの幼稚園におい
て実践した、多文化共生教育に基づいた発達支援に
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特別支援教育にかかわる外国にルーツがある子どもの発達支援
─ オーストラリアの幼稚園における筆者による多文化共生教育実践に基づいて ─
Developmental Support of Children with Roots in Foreign Countries Involved in 
Special Support Education:
Based on the Author’s Multicultural Education Practices at a Kindergarten in Australia
山　本　智　子
YAMAMOTO, Tomoko
　本稿では、筆者がオーストラリアの幼稚園において実践した多文化共生教育に基づいた発達
支援に関して成果および課題を検討した。
　筆者は、主に、折り紙製作（紙飛行機、腕時計、兜、サンタクロース等）および英語による
日本の絵本の読み聞かせ（『はじめてのおつかい』、『スーホの白い馬』）を実施した。
　筆者の教育実践では、日本の文化を楽しく経験する機会を得たことをとおした幼児期の発達
支援としての成果に期待され、また、文化を相互に尊重した親しみやすい 実践に努めたことに
関して多文化教育としても成果を得られたものと考えることができる。さらなる課題として、
文化のルーツに関わらず、子どもが興味・関心をもち主体的かつ相互的に生活において日常的
に楽しむことができる環境に配慮された教育活動の積み重ねが重視される。
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関して、成果および課題を検討する。
Ⅱ．目的および方法
　本稿の目的は、実践した多文化共生教育実践に関
する検討を通して、外国にルーツがある子どもの発
達支援を発展させることにある。
　以下では、実践した幼稚園の概要、保育内容およ
び運営に続いて、教育実践を挙げ、その結果に基づ
いて、幼児期の多文化共生教育実践をとおした発達
支援の成果および課題を示す。
Ⅲ．結果
１．幼稚園の概要
　多文化共生教育を実践した幼稚園は、オーストラ
リア、ニューサウスウェールズ州の州都である、シ
ドニーに位置する。
　シドニーには、1700年代から、イギリスをはじめ
とする、ヨーロッパからの移民が移住するように
なった。今日のシドニーは、金融、商工業等の国際
的な中心都市であり、オーストラリアのGDPの25％
以上を占め、家計の平均所得が国内最大の都市であ
る。シドニーの都市圏の人口は360万人を超え、人
口密度が１平方キロメートルあたり4000人を超える、
いずれも国内最大の規模にあたる。シドニーへの移
住者は、世界で７番目に多く、国際都市であるパリ
よりも多い。シドニーの居住民族は、イングランド
系、アイルランド系、スコットランド系に次いで、
中国系が占める。移民の出身国は、イギリス、中国
を筆頭に、ニュージーランド、ベトナム、レバノン
等が続く。英語が第一言語であることが一般的であ
るが、中国語の話者も少なくない。住民の平均年齢
は、30歳代である。シドニーの文化は、スポーツを
中心に発展しており、ラグビー、バスケット・ボー
ル、サッカー、クリケットが盛んである。
　筆者は、シドニー南部の郊外、オートレイのJ幼
稚園で、2017年３月６日（月）～10日（金）の５日
間、９時～16時までの８時間にわたって、保育ボラ
ンティアを実践した。
　オーストラリアの幼児教育制度は、州ごとに異な
る。ニューサウスウェールズ州では、３～４歳から
就学前教育が推奨され、５歳からの一年間に義務制
ではないが準備教育を受けることが一般的である。
Ｊ幼稚園でも、３～４歳の年少のクラスと、５才児を
中心とする年長のクラスとの、２クラスが配置され
ていた。
　ニューサウスウェールズ州では、パートナ ・ーシッ
プに代表される子ども、家族、地域との関係性、多
様性、省察に基づいた教育実践等が重視されている。
このようなニューサウスウェールズ州で幼児教育を
実践するJ幼稚園の思想には、子どもが幸せである
ために、教育の質を確保すべく、開かれた、応答的
な関係において、多様性を尊重しながら、親しみが
あり、温かい環境を子ども、保護者、地域とともに
創造するうえで、ホリスティックな教育を実践する
ことが挙げられていた。また、安全で、支援的な学
習環境を整備するために、保育者の役割が、地域コ
ミュニティと協働し、自然等の地域資源を活用しな
がら、子どもの発達、技能および文化的背景を尊重
し、子どもを情緒的、知的、社会的に、励まし、援
けることを通して、ひとり一人の子どもの可能性を
発展させることができる、安全で親しみのある環境
の創造にあることが示された。
２．保育の内容および運営
（１）保育の内容
　保育は、おおむね以下の時程で実践された。
７時30分～９時30分：順次登園。屋外遊技場で
保育者、子どもと自由に遊ぶ。
９時30分～：保育（自由保育）
　・年長クラス
　　アルファベット及び単語の学習、塗り絵、
ブロック、パズル、車遊び、汽車遊び、ク
ラフト、ままごと、着せ替え遊び等。
　　歌遊び、リズム遊び、言葉遊び（一斉保育。
外部講師による。）
　・年少クラス
　　ブロック、パズル、塗り絵、お絵かき、ま
まごと等。
　　絵本の読み聞かせ、VTRの視聴等（一斉保
育。）
10時～10時30分：おやつ（適宜）
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　・年少、年長クラスともに、子どもの希望を
尊重。
11時30分から12時頃～：給食
　・年少クラスが先に準備。
　・年少、年長クラスともに、アレルギー疾患、
宗教等に対応。
12時から12時30分頃～：午睡
　・年少、年長クラスともに、子どもが保育者
とシーツを準備。
　・先に起床した子どもは絵本等を楽しみなが
ら静かに待つ。
15時頃～：おやつ
15時30分頃～：屋外遊技場で保育者、子どもと
自由に遊ぶ。
～18時：順次降園。
（２）保育の運営
　施設・設備には、オーストラリア政府、ニューサ
ウスウェールズ州政府が制定した安全の基準が適用
されている。
　年少、年長の２クラスに50名程度の子どもが在籍
しており、12名の保育者が保育を担当している。年
少、年長クラスともに、常時３名の保育者が配置さ
れている。国内外から保育ボランティアを受け入れ
ている。保育ボランティアには、ニューサウスウェー
ルズ州による審査が事前に課される。
　施設としては、駐車場（送迎用）、出入り口（自
動施錠）、事務室、保育室２室、便所（子ども・職員）、
調理・配膳室、屋外遊技場、職員休憩室、倉庫が配
置されている。絵画や写真が室内外に多く飾られて
いる。魚を鑑賞できる飼育コーナーが園内に設置さ
れている。
　保育室は、自然光が差し、エアコンの配備された、
保育、食事、午睡に対応可能な、十分な空間が確保
されている。４人程度が作業できる机、椅子、コッ
ト（午睡用）が定員分用意され、マジック、画用紙、
ブロック、パズル、積み木、ままごと道具等の玩具、
自然物（石、木の実等）等が子どもの手の届く棚等
に整理されている。年長のクラスには、アルファベッ
ト、単語を練習する教材、より複雑なパズルやブロッ
ク、子どもが自由に着替える着せ替え等の玩具が用
意されている。年少クラス、年長クラスの保育室は
隣り合っており、扉を開放すると行き来が自由にで
きる構造になっている。年少クラス、年長クラスは、
トイレを共有しており、プライバシーを保ちながら
も、保育者の目が行き届きやすい配慮がされている。
　手洗い所は、明るく、清潔に保たれており、蛇口
は子どもが使いやすいように、押すと水が出るよう
に設計されている。年少クラスには、おむつを交換
する専用の台が手洗い所の隣に設置されている。
　屋外遊戯場には、ジャングル・ジムやすべり台等
の遊具、砂場、ままごと用具、積み木、ブロック、
パズル、お絵かきのためのペンや画用紙、絵本、な
わとび、車遊び、ボール遊びのための環境が整備さ
れている。ほぼ全面にわたってひさしがついており、
雨天でも利用できるだけでなく、紫外線対策にも配
慮されている。
　給食およびおやつには、ニューサウスウェールズ
州の基準が適用され、栄養が満たされているだけで
なく、楽しく、子どもが幼児期から主体的に食事で
きるように対応されている。年長クラスでは、子ど
もがおかわりをよそうことができ、おかわりの配分
を机ごとに数人の子どもで話し合って決める姿がみ
られた。４週間毎に異なる献立が用意されており、
つくりたての温かい食材が毎日提供される。アレル
ギー疾患、宗教上の禁忌にも対応されている。
　食事の前後には、保育者により、机が消毒される。
また、食事の前後を中心に、埃が出にくい構造の掃
除機等を活用して、保育室の掃除が適宜行われ、清
潔な環境が保たれている。
　地域コミュニティとは、セラピスト、心理学者、
図書館司書、消防署、警察・救急、保健医療機関、
小学校、水族館、ラジオ局、新聞社、レジャーセン
ター等との協働が進んでおり、国内外の保育ボラン
ティアの受け入れにも前向きである。
３．多文化教育実践と省察
（１）折り紙遊び
　保育者による保育では実践されなかったが、折り
紙遊びに親しみがある様子であった。特に、紙ひこ
うきへの興味・関心が高く、年長クラスでは、男児
を中心に、自分で折れる子どもが何人かいた。日本
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人と思われる男児がいたが、日本語を話せず、折り
紙に親しむ様子はみられなかった。
１）紙ひこうき・財布・カバン・腕時計の折り紙製作
　紙ひこうきは予定していなかったが、子どもの要
望が高く、実践することになった。
　他の作品については、オーストラリアにおいても、
男女を問わず、子どもの日常生活で親しみがあり、
折り紙で製作できることに驚きをもつのではないか
という理由で、計画した。製作した作品に絵を描い
たり、持ち帰って家族にみせると話してすぐに通園
かばんにかたづけたりする子どもの様子がみられた。
２）サンタクロースの折り紙製作　年少　年中　年長
　年少クラス、年長クラスともに、オーストラリア
の子どもに親しみがあるのではないかという理由か
ら、発達段階に応じて、難易度が異なる、数種類の
折り方の作品を用意した。製作した作品にサンタク
ロースの顔を描いたり、色違いの製作を楽しんだり
する姿がみられた。難易度が易しい作品を製作した
子どもに、難易度がより高い作品を示したところ、
複数の子どもたちが新たな製作に挑戦した。
３）兜（かぶと）の製作
　日本の子どもに親しみのある作品として、計画し
た。実際にかぶることができる、新聞紙で折る作品
についても、用意した。新聞紙で折ったり、折った
作品をかぶったりすることが珍しかった様子で、製
作過程をじっと観ていた。作品が完成すると、作品
をかぶって嬉しそうに室内を歩きまわる姿がみられ
た。
（２）絵本の読み聞かせ
　英語に翻訳された日本の代表的な絵本である『は
じめてのおつかい』と８）、『スーホの白い馬』の読み
聞かせを子どもと楽しんだ９）。
１）『はじめてのおつかい』
　就学前の女児が初めて一人でおつかいをした時の、
女児の内面を描いた作品である。「おつかい」とい
う風習、「おつかい」でのやりとりや女児の心理、作
品の画風から、多様な文化に接することを意図して、
計画した。
２）『スーホの白い馬』
　少年と馬との親密な関係を描いた作品である。
　馬という身近な動物との関係の在り方、死の捉え
方や、作品の画風をとおして、多様な文化に出会う
ことを想定し、用意した。
（３）お絵かき
　絵本の読み聞かせで興味・関心をもった場面に関
して、子どもが絵画で自由に表現する活動を計画し
た。絵画には子どもの内的世界が表現されることが
あり、表現から文化に関する子どもの理解が窺える
ことがあるためである。
　絵画作品では、おつかいの場面での女児や、少年
と馬といった登場人物、馬頭琴のような作品を象徴
する物、女児がおつかいの途中でお金を落とす、馬
が草原を駆け抜ける等の事象が表現された。
（４）プレゼント製作
　異なる平仮名一文字と、その文字から始まる、子
どもに親しみやすい絵画を表裏に描いたカードをお
礼として子ども一人ひとりに贈った。
　絵画のモチーフ（りんご等）を親しみのある英語
で表現しながら、「り」等の平仮名を眺めたり、文字
の形状をなぞってみたり、「り」等の発音を尋ねて発
声したりする様子がみられた。
Ⅳ．考察
　筆者の多文化共生教育実践に関して、第一に、幼
児期の発達支援の成果としては、日本の文化を子ど
もと楽しく経験する機会を得られたことが挙げられ
る。
　幼児期の子どもの発達支援にあたっては、生活や
遊びにおける直接的、具体的な経験を基に、身近な
環境に主体的に働きかけ、また、環境との相互的な
作用をとおして、子どもの豊かな心情、意欲および
態度を発展させることが求められる。幼児期の子ど
もが主体的に活動するためには、挑戦してみたいと
いう興味・関心をもって、楽しく活動に取り組むこ
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とができる環境の構成が重視される。
　教育実践では、折り紙製作、絵本の読み聞かせ、
絵画製作、ならびに、プレゼント製作を試みた。い
ずれの活動においても、発達が支援されるように、
子どもが主体的に活動できるように配慮した。
　まず、折り紙製作では、子どもの興味・関心の高
かったひこうき製作をはじめ、財布、かばん、時計
といった生活に身近な物品、西洋から日本に普及し
た文化の象徴としてサンタクロース、日本の文化を
代表するかぶとの製作に取り組んだ。いずれの製作
でも、熱心に観察したり、失敗しても何度も挑戦し
たり、絵を描くなどして作品を自分らしく完成させ
たり、作品を大切に持ち帰ろうとしたりする子ども
の姿がみられた。
　次に、絵本の読み聞かせでは、子どもが主人公で
ある作品を英語で楽しむことにより、風習や風俗、
子どもとおとなとの関係、生命と死の理解等に関し
て、日本、あるいは、アジアの文化を経験する機会
になることを模索した。また、絵本の読み聞かせを
とおして経験した文化との出会いを子どもごとに表
現することができるように、絵画製作の機会も設定
した。
　そして、プレゼント製作では、一緒に活動した子
ども、保育者への感謝を込めて、多様な文化とつな
がる活動であるように、子どもの生活に身近な絵画
とその頭文字を平仮名で表現した
　第二に、多文化共生教育の成果としては、オース
トラリアおよび西洋と日本およびアジアの文化を相
互に尊重しながら、子どもにわかりやすく実践する
ように努めたことが挙げられる。
　教育実践では、英語で表現したり、折り紙製作に
サンタクロースを取り入れたりするとともに、かぶ
とを製作したり、日本の絵本を楽しんだり、平仮名
に親しむ機会をもったりすることができた。
　一方、教育実践では、活動で日本の文化を扱って
いることに関して、子どもがそれほど興味・関心を
もっていないのではないかと考える機会がしばしば
あった。活動が楽しそう、活動をしてみたい、活動
をできるようになりたいという内発的な動機でもっ
て、子どもが活動を楽しんでいたように思われたの
である。そこには、日本の文化であるとか、ないと
かいったことに興味・関心がないようにうかがえる
子どもの姿があった。
　異文化と異文化が出会う異文化コミュニケーショ
ンに関しては、対象が外国にルーツがあることが必
ずしも条件になりえないことが明らかにされている10）。
さらに、外国にルーツがある、または、ないといっ
たカテゴリー化をめぐって、この区分けに付随する
認知の癖こそが、自分の所属しない外集団に対する
偏見の種を生じうることさえ指摘されている11）。
　これらの指摘に基づけば、文化のルーツに関わら
ず、子どもが興味・関心をもって、主体的に、かつ
相互的に関わることができる実践を日常的に積み重
ねることが、幼児期の多文化共生教育に資する基本
的な視角ではないかと考えられる。
Ⅴ．結論
　本稿では、筆者のオーストラリアの幼稚園におけ
る多文化共生教育実践をとおした発達支援に関して、
成果および課題を検討した。
　教育実践では、折り紙製作、絵本の読み聞かせ、
お絵かき、ならびに、プレゼント製作を実施した。
折り紙製作ではサンタクロースやかぶと等の製作を、
絵本の読み聞かせでは日本の絵本を英語で、プレゼ
ント製作では平仮名に親しむことを楽しんだ。
　これらの教育実践には、日本の文化を楽しく経験
する機会を得たことに関して、幼児期の発達支援と
しての成果に期待され、また、文化を相互に尊重し
た親しみやすい実践に努めたことに関して、多文化
教育としても成果を得られたものと考えることがで
きる。
　一方、幼児期の多文化教育実践としては、文化の
ルーツに関わらず、子どもが興味・関心をもって、
主体的、かつ、相互的に、生活において日常的に楽
しむことができる環境に配慮された教育活動の積み
重ねが重視される。
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